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【
福
岡
県
支
部
】

在
宅
医
療
推
進
事
業
の
展
開
事
例
を
通
し
た

事
業
評
価
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

福
岡
県
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
全

保
健
所
で
地
域
の
特
性
や
課
題
に
応
じ

た
在
宅
医
療
推
進
事
業
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
は
事

業
評
価
指
標（
以
下
、「
評
価
指
標
」と
い

う
）の
作
成
を
試
み
て
き
ま
し
た
が
、
項

目
が
多
い
こ
と
や
実
測
し
に
く
い
等
の

理
由
か
ら
継
続
的
な
活
用
に
至
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、本
研
究
で
は
、

本
事
業
に
お
け
る
て
び
き
や
評
価
指
標

を
見
直
し
、
活
用
性
の
高
い
も
の
を
作

成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

方
法
は
、
県
庁
医
療
指
導
課
が
評
価

指
標
の
検
討
委
員
会（
保
健
師
６
人
、
研

究
者
１
人
）を
設
置
し
、
22
年
度
に
作
成

し
た
評
価
指
標
に
つ
い
て
整
理
し
た
結

タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
研
究
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

倫
理
審
査
委
員
会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。

調
査
回
答
者
数
は
１
回
目
38
人
、
２

回
目
41
人
で
、
職
種
は
保
健
師
が
36
人

（
87
・
８
％
）と
最
も
多
く
、
実
務
年
数
は

平
均
26
・
４
年（
標
準
偏
差
10
・
０
）で
、

在
宅
医
療
担
当
年
数
は
平
均
２・
９
年

（
標
準
偏
差
１・９
）で
し
た
。

１
回
目
の
調
査
の
結
果
、
１
０
０
項
目

か
ら
62
項
目
、
２
回
目
の
調
査
の
結
果
、

62
項
目
か
ら
10
項
目
に
絞
っ
た
評
価
指

標（
表
）を
使
い
、
研
究
会
委
員
が
所
属

す
る
３
保
健
所
で
評
価
を
試
み
ま
し
た
。

保
健
所
長（
医
師
）か
ら
見
た
事
業
お

よ
び
保
健
師
の
特
性
で
は
、
個
別
支
援

や
関
係
機
関
を
つ
な
ぐ
力（
保
健
師
活
動

の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
）が
事
業
の
推
進
に

つ
な
が
っ
た
と
評
価
す
る
一
方
で
、
デ
ー

タ
分
析
や
地
域
課
題
を
俯ふ

瞰か
ん

し
て
み
る

力
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が

今
後
の
課
題
と
し
て
挙
が
り
ま
し
た
。

今
回
絞
り
込
ん
だ
10
項
目
の
評
価
指
標

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
在
宅
医
療
推
進

事
業
の
評
価
を
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
い

果
を
基
に
、
県
保
健
所
お
よ
び
県
庁
の

在
宅
医
療
推
進
事
業
を
担
当
し
た
41
人

を
対
象
に
自
記
式
質
問
紙
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
デ
ル
フ
ァ
イ
法
を
用
い
て
、

２
回
の
調
査
を
実
施
し
、
１
回
目
は
、

あ
ら
か
じ
め
検
討
し
た
１
０
０
項
目
の

評
価
指
標
が
在
宅
医
療
推
進
の
評
価
指

標
と
し
て
、「
不
要
で
あ
る
」「
そ
れ
ほ
ど

重
要
で
は
な
い
」「
重
要
で
あ
る
」「
非
常

に
重
要
で
あ
る
」の
４
択
法
で
尋
ね
ま
し

た
。「
非
常
に
重
要
で
あ
る
」「
重
要
で
あ

る
」の
合
計
が
95
％
以
上
で
あ
っ
た
項
目

を
、
よ
り
重
要
で
あ
る
と
合
意
が
得
ら

れ
た
項
目
と
し
ま
し
た
。
２
回
目
の
調

査
は
、
１
回
目
の
調
査
で
絞
ら
れ
た
大

項
目
ご
と
に
重
要
な
項
目
を
２
項
目
ず

つ
選
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
保
健
所
長
か
ら
見
た
事
業
の

進
捗
に
影
響
を
与
え
る
要
因
や
担
当
者

の
変
化
、
保
健
師
の
特
性
に
つ
い
て
イ
ン

く
つ
か
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
、
評
価
指
標
の
達
成
度
を
５

段
階
で
評
価
す
る
項
目
で
は
、
そ
の
判

断
は
主
観
的
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

事
業
に
か
か
わ
る
複
数
の
メ
ン
バ
ー
で

評
価
を
実
施
す
る
こ
と
と
、
具
体
的
な

段
階
ご
と
の
基
準
を
明
確
に
し
て
い
く

必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
事
業
開
始
当
初
に
作
成
し
た
調
査

票
は
、
保
健
所
ご
と
の
事
業
の
推
進
状

況
等
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
項
目
が
多
く

継
続
的
に
そ
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
評
価
指

標
を
事
業
当
初
か
ら
明
確
に
し
、
評
価

項
目
を
統
一
し
て
、
継
続
的
に
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
一
方
で
、

事
業
の
推
進
状
況
や
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
よ
っ
て
、
評
価
指
標
が
変
化
す
る

こ
と
も
あ
り
得
る
た
め
、
定
期
的
な
評

価
指
標
の
点
検
が
必
要
で
す
。

最
後
に
、
今
回
、
プ
ロ
セ
ス
評
価
の

指
標
が
、
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
に
影
響
す

る
か
は
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
た
め
、

今
後
も
検
討
が
必
要
で
す
。

（
文
責
＝
福
岡
県
支
部　

森
松 

薫
）

【
島
根
県
支
部
】

障
が
い
者
虐
待
の
予
防
お
よ
び

啓
発
の
あ
り
方
調
査
研
究
報
告

神
障
が
い
者
38
・
３
％
、
知
的
障
が
い
者

が
47
・
0
％
、
身
体
障
が
い
者
65
・
５
％

と
障
が
い
種
別
に
関
係
な
く
、
他
の
虐

待
類
型
よ
り「
知
っ
て
い
る
」と
回
答
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
身
近
な
事
例
を
踏
ま

え
て
の
回
答
な
の
か
今
後
検
証
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
福
祉
施
設
従
事

者
の
認
知
度
は
、
正
規
職
員
の
73
・

0
％
が
知
っ
て
お
り
、
非
正
規
職
員
は

63
・
0
％
と
差
が
あ
り
ま
す
。
勤
務
年

数
で
認
知
度
を
見
る
と
、
10
年
以
上
が

87
・
0
％
に
対
し
、
４
年
～
９
年
は
72
・

２
％
で
、１
年
～
３
年
に
な
る
と
49・２
％

と
勤
務
年
数
が
短
い
ほ
ど
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

法
を
知
る
手
段
と
し
て
は
、
本
人
は

Ｔ
Ｖ
54・９
％
、パ
ン
フ・新
聞
等
31・１
％

の
順
で
、
養
護
者
は
パ
ン
フ
・
新
聞
等

58
・
１
％
、
Ｔ
Ｖ
32
・
３
％
の
順
と
な
り
、

福
祉
施
設
従
事
者
は
、
パ
ン
フ
・
新
聞

等
39
・
４
％
、
そ
の
他
24
・
７
％
、
講
演

会
20
・
８
％
の
順
で
し
た
。
虐
待
の
発
生

要
因
に
つ
い
て
、
養
護
者
は「
介
護
疲
れ

に
よ
る
も
の
」32
・
0
％
、「
介
護
者
の
体

調
不
良
」23
・
0
％
、「
家
族
の
協
力
な
し
」

13
・
0
％
と
養
護
者
の
介
護
力
に
よ
る

も
の
が
半
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

現
段
階
で
虐
待
を
す
る
可
能
性
に
つ

い
て
は
、
養
護
者
12
・
0
％
、
従
事
者

23
・
0
％
で
あ
る
一
方
、
本
人
の
30
・

0
％
は
自
身
が
虐
待
を
受
け
る
可
能
性

が「
あ
る
」と
回
答
し
て
お
り
、
差
が
見
ら

れ
ま
す
。
虐
待
の
見
聞
の
有
無
に
つ
い
て

は
、
養
護
者
14
・
0
％
、
福
祉
施
設
従

事
者
37・0
％
、
本
人
25・0
％
が「
あ
る
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
福
祉
施
設
従
事

者
の
虐
待
発
生
要
因
と
し
て
は
、「
障
が
い

特
性
の
理
解
不
足
」27・５
％
、「
利
用
者
の

対
処
困
難
な
行
動
」23
・
９
％
で
半
数
を

占
め
た
ほ
か
、「
職
員
の
人
間
関
係
」「
利

用
者
と
の
人
間
関
係
」「
家
族
・
友
人
関

係
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
障
が
い
者
の
人

権
を
守
る
た
め
に
は
、
本
人
は
も
と
よ

り
養
護
者
、
福
祉
施
設
従
事
者
等
へ
の

周
知
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
福
祉
施
設
事
業
所
や
親
の

会
等
と
の
連
携
を
図
り
、
障
が
い
種
別

の
テ
キ
ス
ト
の
作
成
や
研
修
計
画
を
作

成
し
、
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
施
設
従
事

者
等
に
は
、
勤
務
年
数
や
研
修
受
講
と

の
関
連
性
が
高
い
こ
と
か
ら
も
新
人
期

に
お
け
る
研
修
や
人
材
育
成
の
体
制
整

備
を
進
め
る
た
め
の
研
修
会
の
開
催
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
整
備
を
行
い
、
周
知
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

（
文
責
＝
島
根
県
支
部　

米
田
祝
子
）

松
江
市
で
は
、
障
が
い
者
の
虐
待
相

談
に
応
じ
る
中
で
、
平
成
24
年
度
に
障

が
い
者
虐
待
防
止
法（
以
下
、「
法
」と
い

う
）が
施
行
さ
れ
た
こ
と
は
知
っ
て
い
て

も
、
虐
待
の
認
識
が
障
が
い
者
本
人（
以

下
、「
本
人
」と
い
う
）・
養
護
者
、
福
祉
施

設
従
事
者
と
も
に
低
く
、
障
が
い
特
性

か
ら
生
じ
る
言
動
に
対
し
、
し
つ
け（
指

導
）を
す
る
た
め
に
は
、
体
罰
や
暴
言
も

や
む
を
得
な
い
と
い
う
認
識
の
方
が
多

い
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
、
全
国
保
健

師
長
会
の
調
査
研
究
事
業
を
活
用
し
、

本
人
お
よ
び
養
護
者
、
福
祉
施
設
従
事

者
等
に
法
の
認
知
度
や
虐
待
の
要
因
等

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の

実
態
に
応
じ
た
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と

を
目
的
に
本
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

回
収
率
は
、
本
人
お
よ
び
養
護
者
60
・

７
％（
４
２
４
人
）、
福
祉
施
設
従
事
者

90
・
２
％（
４
３
３
人
）、
同
施
設
管
理
者

88
・
0
％（
22
人
）で
し
た
。
法
の
認
知

度
は
、本
人
20・２
％
、養
護
者
34・２
％
、

福
祉
施
設
従
事
者
69
・
３
％
と
本
人
お
よ

び
養
護
者
の
認
知
度
は
か
な
り
低
い
状

況
で
し
た
。
本
人
の
障
が
い
種
別
で
は
、

精
神
障
が
い
者
15
・
５
％
、
知
的
障
が
い

者
15
・
４
％
、
身
体
障
が
い
者
34
・
７
％

で
し
た
。
虐
待
種
別
に
関
す
る
認
知
度

の
う
ち「
性
的
虐
待
」に
つ
い
て
は
、
精

表　在宅医療推進事業評価指標を用いた評価（10項目）
大項目・中項目 小　項　目

住民への普及啓発 （１）‌‌住民は、在宅（自宅・施設）が看取り場所（療養場所）の選択肢で
あることを理解できる

必
要
な
提
供
体
制
の
整
備

在宅療養支援診療所・
病院 （２)‌‌24時間対応可能な診療所・病院が増える

訪問看護事業所 （３)‌‌24時間対応可能な訪問看護事業所が増える

薬局 （４)‌‌訪問可能な薬局が増える

歯科診療所 （５)‌‌医療ニーズの高い在宅療養者の口腔ケアを行う歯科診療所が
増える

病院 （６)‌‌退院前カンファレンス（地域のサービス提供者参加）を行う病院が
増える

高齢者施設 （※)‌‌施設看取りに積極的な施設が増える　※⑽に含む

訪問介護事業所 （７)‌‌特定行為（たん吸引や経管栄養等）ができる介護職員数が増える

地域包括支援センター （８)‌‌地域包括支援センターがかかわる利用者のうち在宅医療/在宅看取りを希望する利用者数が増える

市町村 （９)‌‌在宅医療・介護連携の課題抽出と対応についての協議の場がある

事業全体の成果
（アウトカム）

（10）在宅（自宅・施設）看取り数（率）が増える
　※‌‌在宅療養支援診療所や訪問看護事業所の看取り数（入院後、
2週間以内死亡を含む）が増える

全
国

保
健
師
長
会

だ
よ
り

平
成
26
年
度

全
国
保
健
師
長
会
調
査
研
究
事
業
報
告
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県
支
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島
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